
日時  2017年8月6日（日）13：00～17：00
会場  東北大学川内北キャンパス マルチメディア教育研究棟1階 101
講師  串本 剛 （東北大学高度教養教育・学生支援機構准教授)
　　  松河 秀哉 （東北大学高度教養教育・学生支援機構講師)

※Web申込み不可の場合は、氏名・所属・連絡先(e-mail)を明記の上、iehe-seminar@g-mail.tohoku-university.jp までお申込みください。

http://www.ihe.tohoku.ac.jp/ 東北大学高度教養教育・学生支援機構 検索

東北大学高度教養教育・学生支援機構 HP「イベント申込み」より Web にてお申込みください。

東北大学高度教養教育・学生支援機構  大学教育支援センター（CPD）
TEL. 022-795-4471　E-mail. iehe-seminar@g-mail.tohoku-university.jp

お問い合せ先
C O N T A C T

参加申し込み方法
REGISTRATION

主 催　 東北大学 高度教養教育・学生支援機構
共 催　 東北大学教育評価分析センター

講義
13：05～13：30

休憩
14:30~15:00

06 演習
16：00～16：55

グループ発表

04

01
調査の意義と方法
（串本）

演習
14：00～14：3003

オンライン・サーベイの作成
（松河）

調査への回答

05 演習
15：00～16：00

データの分析
（松河）

02 演習
13:30~14:00

調査項目の検討
（串本）

教育関係共同利用拠点提供プログラム　教育マネジメント：M-03

IRデータの収集と分析の技法

少子高齢化の中で地方創生が政策課題となり、地方貢献を使命に掲げる大学は、とりわけ地域ニーズに資する教育研究、
産学協同を進めることが期待されています。特に地方公共団体との関係を前提に大学運営を行う公立大学のガバナン
ス及び教学改革は特有の難しさを抱えていると言えます。
そこで本セミナーでは、山梨県立大学の清水一彦学長を講師に迎え、私立大学からの移管も進む、公立大学に求めら
れるガバナンスと教学改革のあり方を学びます。
大学の教職員はもちろん、高等教育の政策立案や戦略策定にご関心をお持ちの方々等、皆さまのご参加をお待ちして
おります。

意思決定に事実やエビデンスが求められる現在、調査データを収集・分析することが、多くの場面で必要とされるよ
うになっています。そうした能力を身につけるには、座学による頭での理解だけでなく、実際のデータに触って実践
してみることが近道です。
本セミナーでは、東北大学の教育評価分析センターに所属する講師陣が、データ利用が求められる背景や調査設計の
基本事項を説明した上で、参加者に簡易な調査を企画・実施してもらいます。取り扱うのは初歩的な技法ですが、参
加者には Excel と PowerPoint の基本操作ができることと、グループワークで他の参加者と協力しながら作業すること
が求められます。
これから現場でインスティチューショナル・リサーチ（機関調査）に関わろうとされている方々、データの収集や分
析の基礎的技法を身につけることを目指している方々に最適なワークショップです。

実
践

取り上げたい調査対象と
テーマについて、事前の
提出を求めます。
（申込締切後、別途連絡）

【定員30名】
定員に達し次第
申込み締切


